
 

 

「認知症高齢者の日常生活援助について」 

―グループホーム｢あおぞら｣からの報告―         

  ・講 師  グループホーム「あおぞら」ホーム長 

       浜田 秋子 先生 （看護師・東京都認知症指導員） 

 

急速な高齢化にともない認知症高齢者が増加し､共に暮らす地域の人々の理解と見守りが求

められています。地域居住におけるバリアフリーの課題の一つとして、認知症高齢者の日常生

活特性と生活援助のポイント等をグループホーム運営のご経験からお話を頂きます。 

   

・日 時   平成 18 年 2 月 20 日（月） 

14：00～16：30 

   

・講演内容  認知症高齢者の日常生活特性 

       生活援助のポイント ほか 

       （質疑応答も予定しています） 

 

・会 場   TOTO スーパースペース 

  新宿エルタワー 26 階 

       新宿区西新宿 1－6－1 

 TEL 03－3345－1010  

★ 参加費：500 円 ★定員：50 名 ★参加対象者：会員及びご希望の方 

★ 企画担当：調査研究委員会 石川 弥栄子・小池 和子 

 ★お申込み方法 下記にお名前等をご記入のうえ、FAX でお申し込みください 

●お名前               ●所属 

●連絡先 TEL            / FAX 

■申し込み先  〒113-0033 東京都文京区本郷 3-25-4 津久井 21 ビル 4 階 

  東京都住宅バリアフリー協議会事務局 E-mail:tokyobaria＠cup.ocn.ne.jp 

         TEL03-3811-6413 FAX ０３－３８１１－１５８０ 

 

 

東京都住宅バリアフリー推進協議会 調査研究委員会企画 ﾐﾆｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 


